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当然死ぬべき人（Ⅰサムエル31:1-13）  
Ⅰサムエルの最後の章がとても悲惨な状況で終ります。イスラエルの民が、私たちに王を立ててくださいと騒いでいました。神様が望んでおられないことでした。しかし、サウル王が立てられたのです。その結果が、今日の章のように終わりです。サウル王が死んだというのは、サウル王にとっての個人的な意味もあります。また、イスラエルの歴史をおいて歴史的な意味もあります。そして、聖書全体の流れを見ますと、サウル王とサウル王とともにしていた人々が一度に死んでしまう、そのような結果を迎えます。それは何を意味するのでしょうか。サウル王が死ぬことによってサウルの時代が終わり、ダビデの時代が始まります。そういう意味があります。個人的な意味はあるかもしれませんが、本人をおいて言いますと、当然死ぬべき存在だったということです。Ⅰサムエル書を締めくくりながら、このように私たちにおっしゃっています。当然死ぬべき人がいるのです。死ぬべき人は、当然死ぬべきです。死なずにいると逆に辛くなるだけです。死ぬべき人が当然死んでこそ、新しい時代が開かれます。そのような霊的な意味も含んでいます。当然死ぬべき人と言ったら、だれか思い浮かぶでしょうか。私たちはこう考えています。あの人間はいなくなってほしい。死ぬ方がましだと思う。そういう意味ではありません。サウル王をとおして意味しているのは、私たちの昔の姿です。イエス様に出会う前の人間がいます。福音と関係ない古い人間です。その古い人間は死んで当然だということです。また、死なないといけません。なぜなら新しく生まれなければいけないからです。古い人間とはどんな存在かわかりますか。根本的に滅亡すべき存在です。すべての人が罪を犯したので、神の栄誉を受けることができず。人間の姿によって、条件によって変わるのではありません。白人であろうと黒人であろうと根本的に滅亡の人間です。なぜなら神様を離れて罪を犯したので、その結果、生まれながら滅亡の存在です。それが古い人間です。いまうわべは国会議員として仕事をしているとしても、すべての人に尊敬される立派な人だとしても、古い人間であれば姿はこういう姿です。認めたくないかもしれませんが悪魔の子どもです。子どものために一生懸命生きている親はとても立派な人です。しかし、イエス様と関係ない存在であれば根本的には滅びるべき存在です。私たちクリスチャンには人を判断する基準がなければいけません。このような根本なので自分の意志とは関係なく奴隷の人生を生きるしかありません。自分は努力しています。しかし、努力しても自分が思うようにうまくいきません。どのように生きるか関係なく世の風習に従って生きるようになっています。世の風習とは何でしょうか。神様がいないと否定することです。どんなに正しく生きたとしても、神様がいないという方向に行くしかありません。失敗したら失敗した中で神様はいないという方向に行きます。成功すれば成功した中で神様はいないという方向に行きます。人々は自由に生きているように見えるでしょう。実際はそうではありません。根本が滅亡なので考えや生活そのものが滅びなのです。世の風習の奴隷になって生きていきます。その内容を聖書は説明しています。ローマ1：21、神様を心に留めることを望まないのです。その結果、ローマ1：23-24に、創造主を滅ぶべき人間や獣に代えて作って拝んだりします。すべてめちゃくちゃな状態です。神様をそのような獣などの偶像にして拝んでいるので、そのようにして出た結果が同性愛です。秩序がすべてめちゃくちゃになってしまいました。人権的な話ではなく、偶像崇拝をすることで同性愛の現象は一緒になっています。そのような特別な人を指していま話しているのではありません。すべての人間がその奴隷です。しかし、症状はそのように人と変わった形で出ているだけです。ローマ1：28、心に神様を留めることを望んでいない。神様を心に留めることを望んでいないのに自由になることはできません。奴隷なのです。その結果、29節から32節のすべての悪の現象が現れたのです。私たちが主に認識している悪という現象が記録されています。それは私がやってはいけない、やってはだめだというのではなく、その悪の中で生きていくしかないのです。世の風習の中で奴隷として生きるしかないのです。正確に言うとこうです。人間は強く善人として生きることができません。なぜなら、根本的に悪の奴隷になっている存在だからです。善という概念も変わるでしょう。このような世の風習に従うことによって死刑になると書いてあります。
もう一度申し上げます。どのように生きるかという話ではありません。イエス様に出会う前の自分。福音がない人間。うわべはどうであれこのような存在です。このまま放置しておくと希望は全くありません。その結果、ヘブル2：15、一生涯、奴隷としての人生を生きるしかありません。根本的に滅亡で、滅亡の流れの中で生きていくしかありません。そして、人生が終わると永遠に滅亡の中に入ります。ヘブル9：27、さばきがあったあとは、ルカ16：19-32、神様の恵みがまったくない永遠なる地獄に落ちるようになります。それで終わりではありません。黙示録20：14、イエス様が再臨されたら二度死ぬと書かれています。二度目の死の中に入るとあります。サタンを閉じ込めるその檻の中に完全に一緒に閉じ込められます。イエス様が再臨されるまではサタンの働きを認めているわけです。イエス様が再臨されると、罪による死だけではなく二度死ぬようになっているということです。古い人の存在を知っているのであれば、どうやって正しく生きられるでしょうか。ここでどのような希望を話せるでしょうか。この中で何かの努力をする、しないという差を言えるでしょうか。方法は一つだけです。これは他に方法がありません。これは古い人間が死ななければいけないのです。ガラテヤ2：20、イエス様が十字架につけられることによってこの古い人間も一緒に十字架につけられたのです。古い人間が死ななければいけないということと、キリストの中でこの古い人間が死んだということを必ず覚えてください。昔の傷の話や昔の自慢話などができるでしょうか。過去に何の未練があるのでしょうか。幼いときには、大きい家に住んでいたのに。小さい頃は、勉強もできていい子でした。そのような話をもうしないでください。このような内容を知らないからです。なにがいい子でしょうか。なにがそんなに幸せだったでしょうか。それはだまされていることです。古い人間を知らないからです。知れば歯ぎしりするでしょう。私は神様に栄光を現すべき存在なのに、悪魔に仕えていたのだ。道徳というものを握って神様に敵対してきました。幸せ、成功だというものを握って神様に敵対して生きてきました。ですから、古い人間に対して傷も持たずに、また未練も持たないでください。サウル王が死んで古いものを終えたように、私たちも必ず古い人間を終えなければいけません。感謝なことに、イエス・キリストをとおして私の古い人間はもうすでに死にました。それはイエス・キリストの中に立たなければいけないということです。サウルが死んでダビデが立たされたということは、ダビデはイエス・キリストを象徴しています。古い人間は死にました。しかし、死んだのですが、まだ死んでいません。昔のものが深く刻印されている人がいます。昔の刻印されている、刻まれているものがなくならなければいけません。古い人間はもうすでに死にました。死んだのですが、死んでないかのように昔のものが残ってそれが影響するわけです。以前にも言いましたが、過去というものが傷として残っています。傷として残っているのであれば、それは死ななければいけません。私たちの過去は、傷として残るべきものは一切ありません。殺人を犯したとしても、親に強姦されたとしても、それは傷として残っていてはいけません。なにかにすごく裏切られたとしても、それが傷として残るのはいけないのです。それはもうすでに死んだのです。しかし、過去はすべて終わったのですが、それを傷としてまだ残って抱えているのであれば、それをどんどん殺さなければいけません。どうするべきでしょうか。
過去を正しく解釈することです。過去は傷ではなく、真実を見られる窓です。ですから、ありえないことではなく、当然に起きる可能性があるということを覚えなければいけません。親に変なことをされることが当然だったということです。私たちはこういう存在だったのでありえることでしょう。そして、そのような傷がいのちを得るための門だったのです。それが必要なことであって、それがまた感謝です。そのように殺さなければいけないのです。傷として残してはいけません。それを殺してこそⅡサムエルに移ることができます。また、現実はだれにでもあります。しかし、この現実が悩みとしてずっとあるのです。現実を思い煩う自分はもうすでに死んでいます。それなのにかかわらず、思い煩いとしてどんどん寄ってくるわけです。天の国に行くまでは、現実と一緒に生きなければいけません。これを思い煩いとして自分のぶつかって来るときには、それを殺していかなければいけません。なぜでしょうか。神様はその思い煩いを思い煩うために与えられたのではなくて、信仰の告白を確認するために与えられているのです。神様はそのように配慮されているのです。信仰告白が理論ではなくて、それがしっかり自分のものにならなければいけません。また、キリストは救い主だけではなく、人生の主人にならなければいけません。私の力で生きてきた今までの人生ではなく、イエス様の導きに従って生きる人生に変わることです。現実は思い煩うために与えられているのではなくて、イエス様の導きに従って生きるために与えられているものです。そして、困難だとわかっているけれども、わざとその中に入っていきます。私たちは契約の旅程を歩んでいます。契約を成し遂げるために、この思い煩いが起きることが必要なことなのです。ヨセフがなぜいじめられたでしょうか。契約を成し遂げるために必要だったのです。その場面だけを見ると良い悪いがあります。ですから、それだけを切り抜いて見ることはあまり好きではありません。日本語では「キリトル」といいますが。テレビで見ましたか。そこだけを切り取って見るのです。イエス様を信じている人なのに、いつも切り取って見ています。私たちは全体を見てその旅程を見ているのです。Covenant　journeyと言います。パウロはその旅程だということを知っているので苦難だとわかっていてそちらに行きました。ヨセフとダビデはわざと自分から行ったわけではありませんが、その中で揺れませんでした。現実をこう見るべきですが、思い煩いとして見るそのように刻印されているものがあるのです。イエス様も思い煩うなといつもおっしゃっています。この思い煩う自分はどんどん殺さなければ行けません。また、未来を不安に思うことがあります。それが刻印されているものです。それも殺してなくならなければいけません。１部でも言いました。天国に私たちのものが備えられていいます。また、天の市民権がすでに与えられています。エペソ２：６に、天の御座につかれているのですと過去形で言っています。私たちの未来はすでにハッピーエンドに決められているのです。また、天に行くまでの未来は何でしょうか。戦争が起きたり、ミサイルが行き来したり、まだ終わりではありません。世界情勢が不安だと不安でしょうか。世界が平和を取り戻すと平和でしょうか。環境がどんどん悪くなっていくと不安でしょうか。環境が良くなるように技術が発展すると希望があるでしょうか。よくなることはいいことでしょう。しかし、聖書は明確に言っています。主が再臨されるまでは、世の中はめちゃくちゃの状態でどんどん行くということです。私たちはそういうところに希望を置いているのではありません。また、そういうことができないからと言って不安になるのでもありません。その福音がすべての民に伝えられたときにこの世が終わるのです。この世がどんなにめちゃくちゃに向かうとして世界福音化の計画は全く変わりなく進んで行きます。全世界が環境に汚染されるとしても、福音は伝えられるのです。ミサイルが飛ばされるか飛ばされないかは関係なく、福音は伝わるようになっています。その伝道はだれも止められないので、そこに私たちの希望を置くのです。よくなることが希望ではなく、伝道が希望です。ですから、不安になる必要がありません。迫害があると不安でしょうか。もちろん知恵深く避けたりする必要はあるかもしれません。しかし、迫害があっても福音伝道は妨げられません。ですから、私たちは絶望しないのです。使徒1：8に、地の果てにまで証人となると約束されました。希望の根拠を変えるべきです。
昔、息子が学校で問題を起こしたことがあります。アイリンが姉だから心配していろいろ言いました。でも、「もうやめなさい」と言いました。理由はこう言いました。「セイカンに問題があったからと言って世界福音化はできないのか」と。「いや、違います」「そうであるなら大丈夫ではないか」。子どものために何かを言っていることと、不安になって言っていることとは違います。皆さん、希望の根拠を変えてください。未来に向けて不安になることをどんどん殺していくべきです。それは不安なことがあるからそう言うのではありません。刻印されているものがどんどん動いているからです。傷、思い煩い、不安をどんどん殺すべきです。パウロはこう言います。私は日々、毎日死ぬのです。そういう意味で毎日死ぬことです。この部分は少しも譲らずに殺していってください。なぜでしょうか。そうしてこそ新しい人に出会います。この中に死んで新しく造られるのです。１部でも言いました。皆さんは、存在自体が新しい人です。以前のものは過ぎ去り、新しくなりました。
また、外見でうわべだけを見て新しい、古いを判断してはいけません。私たちの中に神の聖霊が宿られているので、完全に新しい人です。こうなることをローマ8：29、イエスのかたちと言います。以前にも言いました。イエスのかたちはなんですか。皆さんのうわべだけ、外見を見ないでください。皆さんの能力と関係なく、暗やみが皆さんを見たときにイエスの勢力に見えるのです。うわべを気にせずに存在自体が新しい人だということを意識してください。存在が新しい人なので、生きるべき理由が新しいのです。マタイ6：31-33。普通の人のように何を食べて、何を着るかのために生きるのではありません。普通の人々の生きている理由とは別の理由が私たちにはあるのです。死ななければいけない殺すべきべきものが殺されていないので新しいものに会えないのです。私たちは神の国という理由を持って生きています。ヨハネ14：12、イエス様がなさっていること、それをするためにやっています。それを伝道と言います。ローマ10：15に、その伝道する歩みがどれだけ美しい歩みでしょうか。世の中の人々が知らない美しい理由が私たちにはあるのです。Ⅰペテロ2：9、王のような祭司とあります。イエス様の働きをしながら生きるのです。いままで持っていた理由をすべて変えてください。いちばん価値ある理由があります。皆さん存在自体が新しく、生きるべき理由が新しいのです。また、人生生きていく方法が新しいです。いままでは私がやった分、このような結果になっていました。なぜでしょうか。神様を知らないので。しかし、いまからは生きる方法が違います。神様を喜び、神様の栄光を待ち望みます。それが私たちが生きていく方法です。その神様を喜ぶこと、神様の栄光が現れるとき神の国が臨まれます。私たちの実力や能力、環境などは関係ないのです。これをどのように始めますか。何も心配せずに祈りをもって待つことです。これが私たちの方法です。ヨハネ14：13に、イエスの名によって祈りなさい。使徒1：7、あなたがたはその他のことは知らなくてもいいとおっしゃいました。聖霊の力によって生きるのです。ですから、悩まずに思い煩わずに祈るのです。このように新しいです。毎朝起きて黙想しなさいというのは、皆さんがすでにそういう存在だからです。十字架ですでに死にました。しかし、死ななかったようにずっと動いています。ですから、新しい人としての祝福を味わえません。Ⅱサムエルに移るべきですが、Ⅰサムエルにとどまっています。だから、昔の人の刻印をどんどん殺していかなければいけません。どう殺しますか。十字架の前に立つことです。新しく生まれ変わった自分に出会わなければいけません。毎日十字架の前に立つべきです。十字架の前で死ぬ体験と復活の体験をしなければなりません。この死ななければいけないものが死んでいく体験をしなければなりません。正確に言いますと、実際にもうすでに終わって死んでいるのだな、殺されているのだなということを体験することです。そして、死んで当然な私を探すことです。十字架の前で見つけることです。死んで当然な自分を見つけたら、それをどんどん殺していってください。
どう殺しますか。十字架でもうすでに死んだでしょう。実際、もうすべて終わっています。死んでいます。ずっと死んでいます。そう告白すればいいのです。死んだので、それを相手にしないように努力することです。どんどん殺して、新しく生まれた自分だけを相手にすることです。記憶には残っているかもしれません。しかし、それは心と思いに影響がないようにどんどん殺していってください。とても簡単ではないですか。とても感謝ではないでしょうか。私はどうしようもないのに、イエス様が十字架につけられて、代わりにすべてを殺してくださいました。そのためにイエス様は十字架につけられました。混乱したり思い煩わずにずっと殺してください。サウルの死んでいく姿を思い浮かべながら。ダビデとして新しく始めるその体験をしてください。新しく生まれ変わった自分だけを相手にしてください。しかし、自分がいろいろ何人もいます。死んで当然な自分がまだ生きています。神様に仕えた新しい人間も生きています。だから、お互いに付き合うのに大変です。この人と付き合って、あの人と付き合って、どんどん殺していってください。いろいろな人と付き合うことは正しい恋愛ではありません。イエス・キリストの中で生まれ変わった私とだけ付き合ってください。それ以外の自分はどんどん殺していってください。縁を切っていってください。新しく生まれかわった自分とは何でしょうか。伝道が可能な存在です。幸せな人でとかいろいろな良い話がありますが、新しく生まれ変わった自分の結論を知らなければいけません。イエス様のように、イエス様の働きが可能な存在です。皆さんと皆さんの現実を見てだまされないでください。十字架の前に立ってください。なぜだまされるのでしょうか。殺されるべき存在が残っているからです。新しい自分を相手にするときには、伝道の目ですべてを見るようにしてください。伝道のために。伝道ができるために。今日一日の出会いとすべての出会いが伝道のために。その場で救いの道を広げてやりなさいということではありません。良いこと、悪いこと、すべてを伝道の目で見ます。なぜでしょうか。私が伝道のために新しく生まれたからです。皆さんが生きるべき理由は、他にはありません。勉強するために生きているのではありません。就職するために生きるのではありません。科学を発展させるために生きているのではありません。芸術を極めるために生きているのではありません。私たちはただ一つ、伝道のために生まれたのです。頑張って仕事をするためにイエス様が来られたのではありません。絵をがんばって描くためにイエス様が来られたのではありません。伝道のために私たちの中に来られました。そうならば適当にやっていいということでしょうか。この伝道のために与えられた芸術、働き、仕事なので努力するのです。ですから、他の人より努力するでしょう。感謝をもって努力するでしょう。しかし、明確にすべきことがあります。伝道のために生まれた私だから、このような昔の自分が出たときにはすべて殺すべきです。皆さん個人に、サウル王が死んでダビデが始まる、ダビデの時代が始まる体験があることを願います。もう一度申し上げます。死ななければいけない自分、昔の存在がありますが、それを残したまま親しくしないでください。
（祈り）
神様。感謝いたします。イエス・キリストの中で、私たち滅亡の自分が死に、十字架の前で古い刻印が死んでいくことを願います。神様が造られた新しい自分と出会えますように。古い人間にだまされずに、新しくなった自分と正しく付き合うことができますように。伝道に対するすべての不信仰を捨てて、逆に感謝をもって確信を持ち、すべてを伝道の上で見る祝福を与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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